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病
弱
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
完
全

な
肉
体
的
、
社
会
的
、
精
神
的
に

安
寧
な
状
態
を
い
う
」
が
今
の
と

こ
ろ
最
も
明
快
な
定
義
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
意
味
で
も
単
に
ク
ロ
ー

ズ
さ
れ
た
室
内
環
境
の
み
を
対
象

に
し
た
居
住
者
の
健
康
だ
け
で
な

く
、
住
宅
そ
の
も
の
の
周
辺
環
境

へ
の
負
荷
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る

》
つ
Ｏ

先
進
国
で
人
間
は
一
日
生
活
時

間
の
八
○
％
以
上
を
室
内
で
過
ご

す
と
言
わ
れ
て
お
り
、
室
内
に
お

け
る
人
間
ｌ
環
境
系
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
場
合
、
居
住
者
の
環
境

適
応
能
力
の
限
界
に
よ
る
結
果
と

し
て
「
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
」

「
科
学
物
質
過
敏
症
」
な
ど
建
物

由
来
の
疾
病
が
徐
々
に
増
え
て
き

て
い
る
る
こ
の
よ
う
に
室
内
環
境
、

特
に
空
気
環
境
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
職
人
で

良
か
っ
た
。
一
日
の
中
で
八
○
％

室
内
に
居
る
事
な
い
も
ん
ね
。
こ

う
い
う
事
も
今
後
重
要
に
な
る
。

住
宅
の
建
設
の
連
用
、
改
修
廃
棄
、

再
生
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
中
で
、
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
廃
棄
物
の
環
境
へ
の
影
響
も
大

き
な
問
題
で
あ
る
と
、
今
や
市
町

村
の
ゴ
ミ
収
集
は
、
ほ
と
ん
ど
分

別
だ
と
お
も
う
。
私
の
カ
ミ
さ
ん

も
今
日
は
燃
え
る
ゴ
ミ
の
日
、
今

日
は
危
険
物
の
日
と
別
け
て
い
る
。

で
は
、
社
で
借
り
る
ゴ
ミ
コ
ン
テ

ナ
は
ど
う
だ
ろ
う
。
〃
内
心
悪
い

な
″
と
思
い
つ
つ
も
窯
業
系
、
雨

な
お
予
算
不
足
分
に
つ
い
て
は
、

二
月
の
理
事
会
で
組
合
費
月
額
二

千
円
に
値
上
げ
が
承
認
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
総
代
会
に

値
上
げ
案
が
上
程
さ
れ
る
。

今
期
急
速
な
予
算
不
足
の
要
因

は
こ
れ
ま
で
減
価
償
却
・
保
安
設

備
・
職
員
厚
生
年
金
未
加
入
な
ど
、

す
る
べ
き
事
が
さ
れ
て
来
な
か
っ

た
事
と
十
数
年
来
、
組
合
費
が
据

え
置
か
れ
長
期
的
な
見
通
し
の
甘

さ
が
上
げ
ら
れ
る
。

続
い
て
五
月
十
三
日
の
通
常
総

代
会
・
平
野
前
理
事
長
の
受
賞
祝

賀
会
の
役
割
分
担
と
来
賓
挨
拶
者

選
定
、
会
費
な
ど
の
細
部
の
確
認

を
し
て
総
務
委
員
会
は
終
了
。

◎
常
務
理
事
・
理
事
会

理
事
会
は
前
記
の
総
務
委
員
会

で
の
審
議
に
も
と
づ
い
た
内
容
を

説
明
、
質
疑
を
経
て
総
代
会
へ
上

程
す
る
議
案
の
承
認
を
受
け
た
。

天
候
不
順
の
中
の
晴
天
の
た
め
か

Ｉ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
・
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ

愛
知
県
板
金
興
業
組
合
で
は
、

五
月
十
三
日
に
開
く
総
代
会
に
向

け
て
、
新
体
制
に
な
っ
た
平
成
九

年
度
事
業
の
総
括
を
す
る
為
、
午

後
一
時
よ
り
「
総
務
委
員
会
」
午

後
三
時
よ
り
「
常
務
理
事
会
・
理

事
会
」
を
同
日
開
催
し
た
。

◎
総
務
委
員
会

事
務
所
よ
り
提
出
さ
れ
た
、

平
成
九
年
度
事
業
報
告
書
案
・

決
算
報
告
書
案

平
成
十
年
度
事
業
計
画
書
案
・

予
算
書

以
上
四
件
に
つ
い
て
検
討
審
議

し
た
結
果
、
事
業
・
決
算
報
告
、

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
一
部
訂
正

し
て
原
案
通
り
と
し
、
十
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
は
組
合
員
数
減
少

と
労
保
事
務
手
数
料
の
減
少
、
減

価
償
却
費
の
計
上
、
保
安
委
託
料
、

職
員
厚
生
年
金
半
額
負
担
な
ど
支

出
増
に
な
る
た
め
マ
イ
ナ
ス
予
算

で
上
程
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
住
ま
い
づ
く
り
と
健
康
」

〃
ア
ト
ピ
ー
の

実
態
を
踏
ま
え
て
〃

率

な
る
が
設
計
の
段
階
で
考
え
て
み

る
事
、
も
う
一
つ
業
者
に
カ
タ
ロ

グ
を
何
種
類
も
も
ら
い
、
良
く
見

る
事
と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

皮
嚇
科
医
師
の
講
演
で
「
シ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
」
が
病
名
で
確

立
す
る
前
の
担
当
医
は
精
諏
科
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
例
え
ば
引
越
し
を

し
た
ら
体
調
が
悪
く
な
る
。
そ
う

い
う
患
者
の
例
が
多
く
な
り
、
研

究
し
て
い
っ
た
ら
、
「
ミ
シ
ッ
ク

ピ
ル
症
候
群
」
「
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

症
候
群
」
が
わ
か
り
、
今
は
皮
膚

科
担
当
に
な
っ
た
と
笑
い
話
ふ
う

に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

健
康
住
宅
の
定
義
と
は
何
か
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
一
九
四
六
年
に
明
記
し

た
、
「
健
康
と
は
、
単
に
病
気
や
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欠
席
が
目
立
っ
た
。

◎
監
査
会

四
月
二
十
一
日
、
県
板
会
館
に

監
事
の
羽
柴
。
小
嶋
・
伊
藤
・
松

代
の
四
氏
に
ご
出
席
願
い
、
組
合

三
役
立
ち
合
い
の
も
と
、
平
成
九

年
度
会
計
監
査
を
依
頼
し
正
確
な

会
計
処
理
で
あ
る
証
明
印
を
頂
い

た
。

Ｓ

愛

三
月
二
十
八
日
豊
橋
市
の
ホ
テ

ル
、
ホ
リ
デ
ィ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
に

て
、
東
三
河
住
宅
研
究
会
が
主
催

し
た
「
住
ま
い
づ
く
り
と
健
康
」

と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
開

か
れ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

豊
橋
技
術
大
学
教
授
三
宅
醇
氏
、

パ
ネ
リ
ス
ト
は
建
築
主
事
、
皮
膚

科
医
師
、
大
学
助
教
授
、
工
務
店

社
長
の
各
氏
に
よ
る
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ

た
。
最
初
は
建
築
主
事
の
方
の
講

演
で
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
で
ダ
ー
ー
や
ホ
コ
リ
を
外
に
出
せ

る
。
例
え
ば
腰
窓
を
掃
き
出
し
の

窓
に
、
温
風
ヒ
ー
タ
ー
よ
り
Ｆ
Ｆ

方
式
の
方
が
良
い
。
ク
ロ
ス
を
仮

貼
り
の
壁
に
す
る
。
多
少
割
高
に

樋
、
木
ク
ズ
、
紙
ク
ズ
、
プ
ラ
ス

タ
ー
等
捨
て
る
。
そ
う
い
う
考
え

が
一
因
の
一
つ
で
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
断
熱
、
機

密
化
が
進
む
が
一
方
で
は
換
気
設

備
の
不
備
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
や
化
学
物
質
を
大
量
に
し
よ

う
し
た
工
業
化
部
材
、
建
材
の
普

及
が
複
雑
に
か
ら
ん
で
室
内
環
境

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
そ
の
結
果

と
し
て
室
内
空
気
質
の
悪
化
を
招

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
は
第
一
部
と
考
え
て
い
る

機
会
が
あ
れ
ば
二
部
、
三
部
と
書

い
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は
豊
橋
技

術
大
学
助
教
授
松
本
博
氏
の
「
健

康
住
宅
を
考
え
る
」
の
中
よ
り
抜

粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
」
と

は
、
建
材
や
塗
料
、
カ
ー
ペ
ッ
ト

な
ど
か
ら
化
学
物
質
の
揮
発
や
防

虫
剤
な
ど
の
散
布
に
よ
る
室
内
の

化
学
物
質
の
上
昇
に
よ
る
も
の
で

そ
の
他
物
理
的
、
心
理
的
要
因
と

結
び
つ
い
て
お
き
る
様
々
な
病
状

で
す
。

東
三
吉
田
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役
員
の
奥
様
に
よ
る
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
焼
ソ
バ
な
ど
用
意
も
料

理
も
大
変
な
の
に
本
当
に
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

東
三
吉
田

去
る
四
月
二
十
六
日
口
、
十
年

来
恒
例
と
な
り
支
部
の
皆
さ
ん
が

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
地
引
網

を
今
年
は
場
所
を
戻
し
田
原
町
の

谷
ノ
ロ
海
岸
で
行
っ
た
。
週
間
予

報
で
は
雨
と
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
日
曜
日
は
遊
ぶ

な
ら
略
れ
と
言
い
た
い
が
雨
が
続

い
た
月
末
の
時
れ
…
…
挨
拶
も

「
よ
Ｉ
降
っ
た
の
－
」
ば
か
り
、

昨
年
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
援
助
が
あ
っ

た
が
、
今
年
は
全
て
人
の
力
の
み
、

雨
の
う
っ
ぷ
ん
を
は
ら
す
勢
い
で

網
を
引
く
、
成
果
は
ま
ま
大
漁
で

し
た
。
刺
身
、
天
ぷ
ら
、
焼
魚
と

各
自
の
お
腹
に
充
分
入
り
ま
し
た
。

青
年
部
は
、
お
子
様
担
当
、
ゲ
ー

ム
で
一
緒
に
遊
ん
で
、
ど
ち
ら
が

子
供
か
？

四
月
五
日
午
前
十
時
よ
り
高
千

穂
会
館
に
お
い
て
第
五
十
九
回
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
愛

板
よ
り
村
上
理
事
長
、
㈱
ウ
チ
ダ

よ
り
葉
山
氏
、
㈱
竹
浅
よ
り
寺
沢

氏
の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。
大

竹
訓
支
部
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

黙
祷
、
平
松
支
部
長
挨
拶
、
優
良

従
業
員
表
彰
、
識
長
進
出
が
あ
り
、

議
案
審
議
一
号
か
ら
六
号
ま
で
毒

議
溌
認
識
鍵
詞
一

Ｉ
９
ｐ
か
０
０
９
９
勺
１
，
口
、
ｊ
、
争
Ｐ
０
ｆ
、
０
℃
ｊ
、
■
や
０
Ｆ
、
β
勺
ｊ
ｖ
ｐ
ｈ
．
Ｊ
０
１
‐
Ⅱ
‐
Ｉ
９
１
０
０
１
‐
０
１
０
Ⅱ
；
ト
ー
‐
い
‐
Ｉ
叩
Ⅱ
Ⅶ
Ｉ
叩
Ｉ
Ⅶ
巾
Ｂ
Ｄ
Ｉ
叩
１
℃
１
ｊ
叩
０
、
昼
や
０
、
氏
功
０
勺
Ｂ
や
０
句
Ｐ
や
０
，
勺
Ｐ
ｂ
０
９
■
ｂ

灘
鈍
鳶
載
録
部
》
篭
職
篭
那
或
蒸
篭
縄
議
講
…
…

f篭

支
部
だ
よ
り

に
岡
崎
支
部
片
山
匡
裕
君
、
優

秀
賞
に
伊
藤
繁
樹
君
（
東
三
）
、

同
じ
く
優
秀
省
に
酒
井
克
幸
君

（
安
城
）
の
三
名
が
村
上
理
事
長

よ
り
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
七
回

県
板
青
年
部
建
築
技
術
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
者
と
し
て
最
優
秀
賞
に

藤
井
秀
幸
君
（
東
三
）
、
優
秀
賞

に
宇
野
勝
義
君
（
岡
崎
）
、
同
じ

く
優
秀
賞
に
岩
崎
崇
君
（
安
城
）

が
村
上
理
事
長
よ
り
表
彰
状
と
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
第
二
十
回
全
国
建
築
板

金
競
技
大
会
の
報
告
が
あ
り
、

「
技
能
競
技
の
部
」
に
於
い
て
片

山
匡
裕
君
（
岡
崎
）
が
第
一
位
労

働
大
臣
賞
、
酒
井
克
幸
君
（
岡
崎
）

が
第
七
位
に
入
賞
、
又
『
建
築
技

術
の
部
』
に
於
い
て
藤
井
秀
幸
君

（
東
三
）
が
第
八
位
に
入
賞
し
た

旨
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
総
会
終

了
後
、
会
場
を
移
し
て
『
全
国
建

築
板
金
競
技
大
会
優
勝
祝
賀
会
』

な
ら
び
に
『
青
年
部
懇
親
会
』
を

五
十
名
以
上
の
参
加
者
を
得
て
立

食
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
に
て
行
い
ま

し
た
。
愛
板
青
年
部
と
し
て
通
常

総
会
の
形
と
し
て
は
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
大
成
功
に
終
り
、
次

回
第
二
十
回
の
記
念
式
典
も
同
様

な
形
が
取
れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

安
城
岩
崎
崇

哩
通
常
総
会
熟

顎
青
年
部
第
相

』
、
…
稚
…
。
．
常
：
‐
§

愛

却
曲
可
歯
刀

豊
田
板
金
エ
業
組
合
定
時
総
会
》

岨
＄
ｎ
Ｊ
、
■
品

平
成
十
年
四
月
七
日
㈹
、
平
成

十
年
度
（
第
四
十
二
回
）
豊
田
板

金
工
業
組
合
の
定
時
総
会
が
豊
田

市
小
坂
本
町
の
『
豊
田
産
業
文
化

セ
ン
タ
ー
』
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
三
浦
誠
治
副
組
合
長
の

司
会
に
よ
り
開
会
し
た
総
会
は
、

西
俣
章
組
合
長
の
挨
拶
の
後
、
来

賓
挨
拶
を
県
板
村
上
章
理
事
長
、

横
山
反
久
横
山
興
業
社
長
、
山

本
清
西
三
板
金
連
合
会
会
長
に

い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
伊
藤

鑑
一
氏
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事

に
入
り
平
成
九
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
の
後
、

組
合
費
値
上
げ
の
件
に
移
り
現
行

一
人
月
額
四
○
○
○
円
を
一
○
○

○
円
値
上
げ
し
て
五
○
○
○
円
に

す
る
事
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
平
成
十
年
度
事
業
計
画
案
お

よ
び
予
算
案
が
上
程
さ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
組
合

創
立
五
十
周
年
事
業
基
金
積
み
立

て
や
全
板
大
会
参
加
費
が
含
ま
れ

ま
す
。
続
い
て
報
告
事
項
に
移
り

青
年
部
報
告
、
技
能
士
会
報
告
、

豊
田
高
等
職
業
訓
練
講
師
報
告
が

順
次
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平

成
十
年
度
新
班
長
さ
ん
十
名
の
発

表
が
さ
れ
た
後
、
平
成
九
年
度
を

も
っ
て
組
合
を
退
会
さ
れ
る
田
辺

板
金
（
田
辺
孝
之
氏
）
様
に
感
謝

状
と
記
念
品
が
西
俣
組
合
会
長
よ

り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

豊
田
松
井

議
さ
れ
た
。
質
疑
応
答
で
は
訓
練

誰
師
か
ら
、
補
助
が
カ
ッ
ト
さ
れ

る
上
、
訓
練
性
が
減
少
す
る
中
、

今
年
は
何
と
か
頑
張
れ
る
が
、
来

年
は
予
算
的
に
相
当
厳
し
く
な
る

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
高
齢
化
が

進
む
上
、
若
者
に
魅
力
を
感
じ
な

い
職
業
な
の
か
？
一
支
部
だ
け

の
問
題
で
は
あ
る
ま
い
。
村
上
理

事
長
に
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、

総
会
と
は
違
う
な
ご
や
か
な
顔
が

あ
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
今
回
出

席
者
六
十
一
名
。

東
三
吉
田

》
‐
Ｉ
．
ご
ｊ
弛
夢
鹿
‐
。
’
１
‐
‐
．
図
‐
‐
‐
…
Ⅱ
Ｉ
句
１
．
画
‐

一
》
》
愛
知
県
板
金
工
業
組
合

傍挨拶する平野支部長

平
成
十
年
四
月
十
九
日
⑧
、
第

十
九
回
の
青
年
部
通
常
総
会
が
尾

張
ブ
ロ
ッ
ク
一
宮
支
部
の
設
営
に

よ
り
一
宮
市
市
民
会
館
に
於
い
て

午
後
一
時
三
十
分
一
宮
支
部
支
部

長
大
原
氏
の
司
会
で
開
会
さ
れ
ま

し
た
。
開
会
の
辞
の
後
、
部
長
挨

拶
（
河
田
部
長
病
気
療
養
の
為
欠

席
）
は
筒
井
副
部
長
が
代
読
さ
れ

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

た
県
板
村
上
理
事
長
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
後
、
同
じ
く
来
賓

と
し
て
出
席
さ
れ
た
尾
張
ブ
ロ
ッ

ク
平
野
副
会
長
、
県
板
吉
田
専
務

理
事
、
県
板
青
年
部
担
当
高
橋
銀

吾
氏
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
東

三
ブ
ロ
ッ
ク
の
赤
川
氏
を
議
長
に

選
出
し
て
議
案
審
議
に
入
り
ま
し

た
。
平
成
九
年
度
の
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
順

次
可
決
承
認
さ
れ
た
後
、
次
期
部

長
（
平
成
十
年
・
十
一
年
度
）
が

青
年
部
規
約
に
よ
り
承
認
さ
れ
た

旨
報
告
が
あ
り
、
西
三
ブ
ロ
ッ
ク

西
尾
支
部
の
筒
井
和
彦
君
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
主
要
議
案

で
あ
る
部
会
費
改
正
案
も
可
決
承

認
さ
れ
、
つ
づ
い
て
平
成
十
年
度

の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
上
程

さ
れ
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議

案
審
議
終
了
後
、
表
彰
式
に
移
り
、

第
十
九
回
県
仮
青
年
部
技
能
競
技

大
会
入
賞
者
と
し
て
、
最
優
秀
賞

桜
の
花
も
満
開
に
な
ろ
う
と
い

う
こ
の
時
期
、
我
々
海
部
津
島
支

部
は
毎
月
五
日
に
平
野
支
部
長
の

事
務
所
を
御
借
り
し
て
定
例
会
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
四
月
五

日
は
、
三
月
十
五
日
に
小
牧
ロ
イ

ャ
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
尾
張
連

合
会
定
期
総
会
の
報
告
と
、
四
月

か
ら
板
金
組
合
津
島
支
部
に
新
人

が
入
会
し
た
こ
と
も
兼
ね
、
定
時

総
会
を
津
島
の
料
亭
河
満
で
開
い

た
。
ま
ず
、
平
野
支
部
長
の
挨
拶

で
開
会
し
、
報
告
を
す
ま
せ
、
つ

づ
い
て
、
新
入
会
員
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
彼
に
つ
い
て
簡

単
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
磯
村

晶
君
、
二
十
六
才
、
瀬
戸
市
在
住

で
板
金
学
校
在
学
時
の
友
人
が
、

二
年
程
前
に
津
島
支
部
に
入
会
し

て
お
り
、
そ
の
友
人
を
通
し
て
、

津
島
支
部
に
入
会
と
な
っ
た
訳
で

す
。
今
後
組
合
を
盛
り
上
げ
て
い

く
に
あ
た
り
若
者
の
意
見
を
と
り

あ
げ
て
い
く
の
も
大
変
結
構
な
事

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
不
況
の
中

苦
労
を
忘
れ
ら
れ
る
一
時
を
仲
間

と
過
ご
し
、
最
後
に
支
部
長
の
挨

拶
で
閉
会
と
な
っ
た
。
猪
飼

蟻
弱
‐
‐
‐
Ｉ
‘
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
哩
租
＃
個
出
’
’
・
‘
餌
躍
撰
・
坪
喧
．

海
部
津
島
支
部
定
時
総
会
》
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技
術
工
学
院
が
開
催
予
定
の
講
習

会
の
案
内
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、

当
連
合
会
は
受
講
希
望
者
の
取
り

ま
と
め
を
行
わ
な
い
の
で
、
各
事

業
所
が
直
接
申
込
み
を
す
る
事
と

し
た
。④

西
三
板
金
技
能
士
会
よ
り
報

告
が
な
さ
れ
、
今
年
度
の
技
能
検

定
受
験
申
込
者
数
は
１
級
が
４
名
、

２
級
は
ｎ
名
あ
り
、
実
技
試
験
は

７
月
田
日
に
岡
崎
技
術
工
学
院
に

て
実
施
さ
れ
る
と
の
事
。

⑤
西
三
青
年
部
よ
り
報
告

全
国
技
能
競
技
大
会
の
結
果
報

告
と
今
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て

「
銅
板
の
し
ぼ
り
」
講
習
を
８
月

鯛
日
よ
り
妬
時
間
実
施
す
る
予
定

鋲
と
か
リ
ベ
ッ
ト
、
最
近
の
私

た
ち
は
鋲
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
く

な
っ
た
。

今
回
は
鋲
を
屋
号
に
し
て
い
る

び
ょ
う
ｆ
と

㈹
鋲
正
商
店
を
紹
介
す
る
。

紹
介
に
当
た
り
資
料
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
毛
筆
の
返
事
を
い
た

だ
い
た
。
少
し
雌
い
て
電
話
を
し

た
が
『
私
の
店
は
板
金
店
と
は
取

引
が
無
い
か
ら
』
と
あ
ま
り
関
心

が
無
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で

は
紹
介
記
事
が
書
け
な
い
か
ら
と

突
然
で
あ
っ
た
が
会
社
を
訪
問
し

て
社
長
に
面
会
を
申
し
入
れ
た
。

猪
飼
社
長
は
身
長
一
八
○
セ
ン

チ
の
ス
ラ
ー
と
し
た
長
身
に
髭
を

た
く
わ
え
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
し
た

髪
は
芸
術
家
の
風
貌
で
あ
る
。
趣

味
は
お
聞
き
し
た
が
つ
い
に
教
え

て
は
い
た
だ
け
な
か
っ
た
。

鋲
正
の
由
来
は
特
殊
鋲
を
主
に

蕊

▼
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲

蟻

難
傍
代
表
者
猪
飼
清
氏

愛
知
県
壷
鉛
鉄
板
電
屋
会
議
密
一
蕊
蕊

・
ず
》
ク
ザ
４
Ｐ
Ｄ
晶
恥
が
津
ｄ
Ｌ
ｑ
リ
即
凸
缶
ｊ
”
》
帥
宅
￥
。
Ｄ
や
群
』
辛
守
画
鵠
■
》
】
。
。
己
守
拘
凸
鵠
４
守
哩
Ｄ
戸
間
》
Ｄ
四
・
ｍ
。
。
》
却
会
ｆ
Ａ
ｐ
ｑ
》
’
０
。
ｒ
￥
《
Ｄ
甥
ｑ
ｂ
如
守
勺
ｑ
》

注
進
譲
鷺
》
笈
》
》
会
員
一
会
社
挙
紹
》
介
一

第
十
七
回
合
資
会
社
鋲
正
商
店

灘:､.:.＊､
鍔渉:;fｊ

ｑ
あ
い
さ
つ
を
す
る

池
田
社
長

変
化
し
て
き
た
か
ら
ほ
と
ん

ど
使
用
し
な
く
な
っ
た
。
昔

の
鉄
骨
建
築
で
は
よ
く
リ
ベ
ッ

ト
を
カ
シ
メ
て
い
る
の
を
見

か
け
た
が
、
今
で
は
ハ
イ
テ

ン
シ
ョ
ン
ボ
ル
ト
に
変
わ
っ

て
い
る
。

㈲
鋲
正
商
店
は
明
道
町
の

北
東
で
菓
子
問
屋
の
多
い
地

域
に
あ
り
、
白
い
事
務
所
の

奥
の
倉
庫
に
は
線
材
や
鉄
工

二
次
製
品
が
所
狭
し
と
配
達

を
侍
っ
て
い
た
。

取
り
扱
っ
て
い
て
「
鋲
」
と
創
業

者
正
之
氏
の
「
正
」
を
使
用
し
て

「
び
ょ
う
ま
さ
」
の
屋
号
と
し
た
。

今
で
は
エ
ア
ー
ネ
イ
ル
用
の
コ

イ
ル
釘
や
番
線
と
言
っ
た
線
材
が

主
流
で
鋲
と
言
っ
て
も
木
工
用
が

多
く
、
得
意
先
は
板
金
店
は
ま
っ

た
く
な
く
、
す
べ
て
が
金
物
店
で

あ
る
と
語
ら
れ
た
。
し
か
し
、
少

し
前
に
岡
崎
の
工
学
院
の
板
金
訓

練
で
使
う
か
ら
と
鋲
の
注
文
が
あ
っ

た
と
も
話
さ
れ
た
。

板
金
業
界
で
も
鋲
は
ブ
ラ
イ
ン

ド
リ
ベ
ッ
ト
や
テ
ク
ス
と
か
ヘ
ク

ス
な
ど
そ
れ
に
接
看
剤
や
一
四
回
テ
ー

プ
な
ど
い
わ
ゆ
る
接
合
の
方
法
が

鼠５０

淵蜘
蕊総:ル

『､沖….…蕊霧霞’

錨…

補？
‐鴛童；

塁

繕
蕊

l蕊雲
墓重

労
体
験
話
し
と
共
に
｛
真
の
、
あ

り
が
と
う
］
の
心
が
二
十
一
世
紀

へ
つ
な
が
る
、
と
の
お
礼
の
挨
拶

を
さ
れ
た
後
、
祝
宴
に
入
り
、
途

中
池
田
社
長
み
ず
か
ら
各
テ
ー
ブ

ル
を
回
ら
れ
、
笑
顔
で
記
念
写
真

に
お
さ
ま
っ
て
お
ら
れ
、
楽
し
く
、

現
在
の
経
済
不
況
の
暗
い
空
気
を

吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
な
明
る
い

雰
囲
気
で
盛
況
の
う
ち
に
二
時
間

あ
ま
り
の
宴
が
終
了
し
た
。

伊
藤

以
下
に
会
社
の
概
要
を
紹
介
す

る
。商

号
合
資
会
社
鋲
正
商
店

創
業
設
立

昭
和
三
十
年
八
月
十
一
日

創
業
者

猪
飼
正
之

本
社
所
在
地

名
古
屋
市
西
区
幅
下
二
丁
目
七

番
十
九
号

代
表
者猪

飼
清

昭
和
二
十
二
年
十
月
生

従
業
員
七
名

事
業
内
容

亜
鉛
鉄
板
な
ど
鉄
鋼
二
次
製
品

及
び
化
成
品
販
売
卸

会
社
の
モ
ッ
ト
ー

創
業
者
の
「
熱
き
思
い
」
で
営
々

半
世
紀
創
業
五
十
年
「
夢
の
如

く
」
皆
様
に
「
あ
り
が
と
う
」

の
感
謝
の
姿
勢

以
上
鷲
見

傍
本
社
社
屋

今
年
の
桜
前
線
は
、
こ
の
地
方

を
早
め
に
通
り
過
ぎ
、
新
緑
の
鮮

や
か
な
中
、
四
月
十
四
日
（
午
前

十
一
時
三
十
分
よ
り
）
名
訳
西
の

名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
七
階
、
一
扇
の
間
）
に
お
い
て
、

㈱
池
田
商
店
「
創
業
五
十
周
年

謝
恩
祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

招
待
客
、
二
七
○
名
程
の
方
が

招
か
れ
、
開
催
に
先
立
ち
池
田
社

長
よ
り
、
こ
の
五
十
年
間
の
御
苦

と
の
事
。

⑥
訓
練
生
募
集
の
案
内

⑦
県
板
報
告

全
板
大
会
の
参
加
申
込
み
状
況

に
つ
い
て
。

総
代
会
の
日
程
等
に
つ
い
て
。

県
板
賦
課
金
値
上
げ
に
つ
い
て

理
解
と
承
諾
を
求
め
ら
れ
る
。

組
合
員
名
簿
を
作
成
中
で
あ
る
。

以
上
で
議
事
を
終
了
し
た
。

鼓

愛

Ⅱ
Ⅱ
飛
棉
一
糊
蝿
伽
剛
函
鰐
哩
卿
筒
卿
繍
騨
緬
雷
嗣
鍔
穏

西
三
板
金
連
合
会
は
第
一
回
幹

事
会
を
４
月
６
日
に
開
催
し
、
支

部
長
、
技
能
士
会
、
青
年
部
長
な

ど
弘
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。
議
事

の
内
容
は
以
下
の
様
で
あ
っ
た
。

①
岨
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
特
別
に
計
画
し

て
い
な
い
が
、
何
か
要
望
が
あ
れ

ば
計
画
し
た
い
旨
、
会
長
よ
り
発

言
が
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
は
何

も
要
望
さ
れ
な
か
っ
た
。

②
支
部
役
員
移
動
の
報
告
に
つ

い
て
は
、
幡
豆
支
部
が
今
年
度
支

部
総
会
に
て
全
役
員
の
交
代
が
あ
っ

た
旨
報
告
さ
れ
た
。

③
各
種
資
格
取
得
の
た
め
の
講

習
会
の
案
内
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
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ス
料
理
店
ア
ル

ザ
ス
を
開
店
し

て
い
た
。
髄
年

に
は
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
本
場
ド
イ

ツ
の
ア
ウ
グ
ス

ブ
ル
グ
の
食
肉

学
校
で
ハ
ム
・

ソ
ー
セ
ー
ジ
の

製
法
を
勉
強
、

現
在
は
瑞
穂
区

関
取
町
で
「
デ

リ
カ
テ
ッ
セ
ン
・

ア
ル
ザ
ス
」
と

言
う
手
作
り
ハ

ム
ソ
ー
セ
ー
ジ

の
店
を
開
業
し

ク
を
習
い
た
い
と
い
う
方
は
名
古

屋
市
中
区
の
若
宮
八
幡
宮
と
名
大

病
院
の
裏
側
の
出
雲
会
館
で
マ
ジ
ッ

ク
教
室
を
ど
ち
ら
も
月
二
回
月
謝

三
千
円
で
開
講
し
て
い
る
。
テ
レ

ビ
に
も
何
度
か
出
演
し
て
い
る
の

で
ご
存
じ
の
人
も
い
る
こ
と
と
思

・
つ
Ｏ

六
月
七
日
に
は
滋
賀
県
大
津
市

の
教
育
会
館
で
大
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

る
。
今
年
の
県
板

さ
れ
た
方
は
ご
存

じ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
紹
介
し
た
手

品
師
マ
ジ
シ
ャ
ン

の
松
浦
天
海
さ
ん

は
私
の
友
人
で
十

九
歳
で
松
旭
斎
天

洋
の
門
下
生
に
な

り
、
Ⅶ
天
海
賞
最

優
秀
演
技
賞
を
受

賞
、
Ⅶ
天
海
を
襲

名
、
明
年
ア
メ
リ

カ
国
際
マ
ジ
ッ
ク

大
会
で
世
界
第
２

位
と
な
っ
た
す
ご

い
詔
罷
力
マ
ジ
シ
ャ

ン
で
あ
る
。
マ
ジ
ッ

誰
に
も
自
慢
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

自
分
の
自
慢
、
白
慢
の
友
人
知
人
、

自
慢
の
お
店
。

自
慢
は
人
に
話
し
て
初
め
て
自

慢
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
黙
っ
て

い
て
は
自
慢
に
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
自
慢
を

「
愛
板
」
で
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

は
じ
め
に
私
の
自
慢
か
ら
紹
介
す

る
。
今
年
の
県
板
新
年
会
に
出
席

名
古
屋
板
金
連
合
会

ｎ
日
三
役
会
４
名

昭
和
支
部

８
日
支
部
例
会
ｎ
名

熱
田
南
支
部

旭
日
定
例
会

Ⅳ
日
青
年
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

８
名

尾
張
板
金
連
合
会

肥
日
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

瀬
戸
支
部

２
日
潮
干
狩
（
５
月
叩
日
予

定
）
の
打
合
せ

９
年
度
会
計
報
告

津
島
支
部

５
日
支
部
総
会
略
名

小
牧
支
部

岨
日
夕
食
会
狸
名

江
南
支
部

胆
日
支
部
役
員
会
５
名

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
狙
名

記
日
役
員
会
４
名

西
春
支
部

岨
・
加
日
支
部
総
会
（
兵
庫

／ 、

教えて下さい

自慢の知人友人

県
湯
村
温
泉
）
妬
名

西
三
板
金
連
合
会

６
日
第
１
回
幹
事
会
拠
名

岡
崎
支
部

４
日
県
板
保
証
事
業
に
つ
い

て
。

岡
崎
板
金
組
合
印
周
年

事
業
に
つ
い
て
。

新
規
組
合
員
の
募
集
。

豊
田
支
部

７
日
加
年
度
総
会
鉛
名

羽
日
第
１
回
役
員
班
長
会

碧
南
支
部

８
日
青
年
部
総
会

西
尾
支
部

９
日
第
３
回
役
員
会
Ⅳ
名

刈
谷
支
部

６
日
役
員
会

ｎ
日
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
申
込

知
多
支
部

Ⅳ
日
第
１
回
理
事
役
員
合
同

会
議
釦
名

東
三
支
部

５
日
総
会
伍
名

７
日
定
例
会
町
名

８
日
青
年
部
定
例
会
皿
名

皿
日
三
役
会
７
名

肥
日
地
引
網
大
会
噸
名

４
月
各
支
部
の
動
き

‘
Ｆ
、
。
《
・
●
“
魂
動
『
・
篭
、
恥
韓
‘

：
鴬
曜
お
称
店
》
》
紹
牛
介
需
￥
．

．
‐
‐
＃
錐
錬
帆
遮
，
．
“

マ
ジ
ッ
ク
松
浦
天
海

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器

２
１
１
１
‐
別

皿
（
０
５
２
）
８
８
１
，
１
６
４
４
９

ハ
ム
ソ
ー
セ
ー
ジ
ア
ル
ザ
ス

や
荘
川
村
方
面
へ
足
を
延
ば
す
と

一
泊
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
是
非

と
も
お
す
す
め
し
た
い
の
が
萩
原

町
の
「
赤
か
ぶ
」
と
い
う
民
宿
で

あ
る
。
四
十
一
号
線
沿
い
に
あ
り
、

わ
か
り
や
す
い
場
所
で
明
治
二
年

建
築
の
飛
騨
民
家
を
移
設
し
て
改

造
し
た
。
玄
関
を
入
る
と
囲
炉
裏

に
炭
火
が
入
っ
て
い
て
、
吹
き
抜

け
の
天
井
が
高
い
。
民
宿
と
い
う

と
食
堂
や
ト
イ
レ
に
風
呂
が
お
粗

末
で
不
潔
な
思
い
を
す
る
が
、
こ

の
「
赤
か
ぶ
」
は
風
呂
は
桧
を
い
っ

ぱ
い
使
い
、
清
潔
で
と
て
も
き
れ

い
で
気
持
ち
が
い
い
。
食
事
も
観

光
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
よ
う
に
刺
身

や
店
ぷ
ら
が
出
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
お
い
し
い
旬
の
料
理
が
食
べ

き
れ
な
い
ほ
ど
出
さ
れ
る
。
ま
た

オ
ー
ナ
ー
の
尾
藤
さ
ん
は
寄
席
文

字
を
書
か
れ
る
。
相
撲
の
番
付
表

に
似
た
よ
う
な
文
字
で
高
座
な
ど

の
「
め
く
り
」
を
書
く
。
こ
の
関

係
で
「
赤
か
ぶ
」
に
は
多
く
の
落

語
家
も
宿
泊
し
て
い
る
。
ま
た
尾

藤
さ
ん
は
紙
切
り
芸
と
い
う
特
技

が
あ
る
。
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
紙
切

り
を
を
見
せ
て
も
ら
い
、
落
語
の

話
に
花
が
咲
く
一
夜
は
仕
事
を
忘

れ
て
楽
し
い
旅
の
思
い
で
に
な
る
。

以
下
に
自
慢
の
人
、
店
の
所
在

地
を
掲
載
す
る
の
で
お
尋
ね
下
さ

い
Ｏ「

友
達
の
友
達
は
み
な
友
達
だ
」

鷲
見
収

て
い
る
。
無
添
加
の
お
い
し
い
ソ
ー

セ
ー
ジ
は
お
勧
め
し
た
い
一
品
で

あ
る
。も

う
一
人
紹
介
し
た
い
人
が
い

る
。
私
は
旅
行
に
よ
く
出
か
け
る

が
、
安
く
て
気
分
良
く
泊
ま
れ
る

宿
と
い
う
の
は
な
か
な
か
め
ぐ
り

会
え
な
い
。
下
呂
高
山
方
面
は
日

帰
り
で
も
い
け
る
手
頃
な
観
光
地

で
あ
る
が
、
高
山
祭
り
や
明
宝
村

が
開
催
さ
れ
る
。

次
に
紹
介
す
る
人
も
昨
年
何
度

か
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
た

手
作
り
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
店

「
ア
ル
ザ
ス
」
オ
ー
ナ
ー
で
熊
谷

猛
さ
ん
。
彼
は
妬
年
に
北
フ
ラ
ン

ス
の
ド
イ
ツ
国
境
付
近
の
ア
ル
ザ

ス
地
方
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
ハ
ム

ソ
ー
セ
ー
ジ
の
製
法
を
学
び
、
帰

国
後
千
種
区
大
久
手
東
で
フ
ラ
ン

自慢のお店など

愛

、

名
古
屋
市
瑞
穂
区
関
取
町

一
一
ハ
一
一

ｍ
（
０
５
２
）
８
３
３
１
３
１
１
９

民
宿
赤
か
ぶ

岐
阜
県
益
田
郡
飛
騨
萩
原

上
呂

皿
（
０
５
７
６
５
）
４
１
１
０
４
０

一
泊
二
食
六
千
八
百
円
税
別

圃
冨
固
団

「
春
に
三
日
続
き
の
晴
れ
間
な

し
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
今
年

の
四
月
は
例
年
に
無
い
よ
う
な
天

候
不
順
に
悩
ま
さ
れ
、
仕
事
は
忙

し
い
、
か
と
い
っ
て
消
化
し
て
行

か
な
い
工
事
に
連
日
い
ら
い
ら
は

募
る
ば
か
り
。
こ
れ
も
暖
冬
、
異

常
気
象
な
ど
と
と
も
に
昨
今
よ
く

話
題
に
な
る
エ
ル
ニ
ー
ー
ー
ョ
現
象

と
か
の
関
係
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
時
期
一
年
一
度
の
花
見
の
季
節

な
の
に
短
い
花
の
命
は
は
か
な
く

悪
天
候
に
の
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ

た
。
自
然
界
の
計
り
知
れ
な
い
力

量
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
。

間
も
な
く
春
の
大
型
連
休
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
始
ま
る
。

不
況
の
た
め
か
、
す
で
に
先
週

の
土
曜
日
か
ら
休
み
に
入
っ
た
企

業
も
有
り
、
十
六
連
休
や
十
四
連

休
も
多
く
十
一
連
休
は
一
般
的
だ

と
か
。
不
況
対
策
の
一
時
帰
休
を

絡
め
て
連
休
の
取
れ
る
大
手
企
業

は
ま
だ
し
も
、
小
規
模
事
業
所
が

占
め
る
割
合
の
高
い
板
金
業
界
で

は
は
た
し
て
何
日
位
の
休
日
を
予

定
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る

大
工
さ
ん
の
話
「
世
間
並
の
連
休

は
と
て
も
取
れ
な
い
。
日
を
詰
め

て
働
か
な
い
と
食
べ
て
行
け
な
い
」

に
は
真
実
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

四
月
二
十
七
日
㈲
晴

三
二
七
号
編
集
会
議

委
員
八
名
出
席

午
後
五
時
終
了
③


